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要約．   
2004年以降における学生の就職に関わる研究は、主に就職するために必要な企業の求め  
る能力を明らかにすることである。ただし、これらの調査対象は入社することを主な目的と  
したものとなっている。それゆえ、地域に密着をしている小規模校にとり、既存の調査は大  
まかな方向性を検討する際に有効であるものの、具体的なキャリア支援を検討しにくい。本  
論では、米沢女子短期大学のキャリア支援を充実させる余地を検討するために、置賜地域に  
おいて本学の卒業生を採用している企業に対して、アンケート調査を実施した。特徴は、卒  
業生の勤める組織において、いわゆる一人前の正規労働者と本学の卒業生の評価を数値化し、  
比較している点にある。考察の結果、本学の卒業生の優れている項目と課題が明らかになっ  
た。  
キーワード．   
就職支援．人材育成．人事評価．就職活動．採用．  
第1章．コミュニケーション能力を重視している企業の新卒採用．   
第1節．米沢女子短期大学のキャリア支援における課題．   
事務的職業の有効求人倍率の低下が平成19年2月（0．35）以降進んでいる1。失業率や求  
人倍率が遅行指標であり、今後の回復を期待できるにしても、平成21年7月における有効  
求人倍率は、事務的職業［全国0．15，米沢所管内0．06］、生産工程・労務の職業［全国0．21，  
米沢所管内0．08］を中心に依然として低水準にある2。本論では山形県立米沢女子短期大学  
（以下本学）の卒業生の勤務先に対するアンケート調査を使って考察を進めているが、この  
調査と同時に実施した本学の卒業生に対するアンケート調査によると、事務的職業の就業者  
が55．6％を占めている。それゆえ、景気後退期における本学学生の就職活動は、より厳しさ  
の度合いを増すと考えられる。また、この調査において、学生時代にしておきたかったこと  
は、社会人としての一般常識（34．1％）、情報収集（仕事内容について）（20．5％）、資格取  
得（15．9％）、情報収集（就職活動について）（13．6％）の順に多かった。これらの項目は、  
1事務的職業、生産工程・労務の職業などの職業分熟ま、統計局の国勢調査における、第3次基本集計   
の職業大分類のことである。なお、0．35とは厚生労働省［2009］における、「職業別一般職業紹介状況［実   
数］（常用（含パート））における値であり、季節調整値でない点に留意されたい。  
2 全国と米沢所管内の有効求人倍率は、厚生労働省［2009］、置賜地区雇用対策協議会［2009］に基づき記   
している。共に季節調整値ではない。  
3 調査対象は第2章1節の「対象1）」、及び「対象2）」を満たしている着である。郵送数86、宛先不明  
18、実質対象者数68名、有効回答数27名（39．7％）となっている。なお、調査結果は、本学のキャリア   
支援センター所収となっている。  
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在学中に身につけることで、働きながら身につける労力の低減や雇用のミスマッチの低減を  
期待できる項目である。本学では、（集団・個別の）面接訓練、自己PR、SPI試験講座、  
公務員講座、キャリア形成支援論座、就職活動体験報告会などを実施し続けているものの、  
社会人としての一般常識、情報収集（仕事内容について）の告知、充実を図ることが、卒業  
生、企業、本学にとって利益を享受できる項目であり、本学のキャリア支援における課題と  
なっている。  
第2節．優先順位をつけにくいキャリア支援．   
日本における完全失業率の4％以上4になった時期は1998年3月だが、この時期における  
雇用保険制度、職業訓練制度、職業安定法は在職者、離職者の再雇用の機会創出、国際競争  
力の向上に重点を置いていた。それゆえ、現役学生は無料の職業紹介事業所、公共職業安定  
所、または、労働者派遣法改正［1999］における派遣対象業務の原則自由化を契機に就労  
先を探しており、職業訓練制度の対象になっていなかった。   
現役学生を対象にした職業訓練制度として、「YES－プログラム5」がある。このプログ  
ラムは、2003年に厚生労働省の実施した「若年者の就職能力に関する実態調査」の結果に  
基づいて実施している事業である6。この時期に顔在化してきた若年労働者の就職率の低下  
に伴い、研究対象はよりよい就職先を見つけることから、就職するために必要な企業の求め  
る能力を明らかにしようと試みる研究に移行をしてきた7（安田［1999］、永野［2004］、梅崎  
［2004］、小杉［2007］、演中［2007］、岩脇［2008］）。   
「若年者の就職能力に関する実態調査結果」（厚生労働省［2004］）によると、大卒生を採  
用する際に重視する能力は、コミュニケーション能力を非常に重視しており、次いで、基礎  
学力、責任感、積極性・外向性、資格取得、行動力・実行力、ビジネスマナーと続いている。  
ただし、企業の描く理想の人材の行動と実際に就職していく若者の行動との関係に注目をし  
た岩脇千裕［2008］によると、「他者とコミュニケーションをとる能力は、企業が理想の人材  
として設定しておりかつ、学生の就職結果を左右する能力でもあった」（岩脇［2008］，p．32．）  
とする一方で、「目標を見つけ、独自の失踪で具体的な計画を立てて実行し、想定外のトラ  
ブルを乗り越えて達成する能力や、自分自身を理解し、成長するために進んで行動する能力  
は、多くの企業が理想の人材像として面接時の評価事項に設定していたにもかかわらず、学  
生の就職結果とは関連が見いだされなかった」（岩脇［2008］，p．32．）ことを指摘している。  
いずれの項目も、学生の主体性に負うものであり、対費用効果も計りにくく経営資源をどこ  
に重点配分するかに優先順位をつけることは困難である。加えて、企業の求める人材とは、  
求人の動機や年度ごとに異なるものである。したがって、本学で既に取り組んできた、薄く  
広いキャリア支援が妥当との結論に落ち着くであろう。ただし、学生の主体性を高めること  
に関しては、一定の取り組むべき余地を指摘できる。それは、本学の卒業生を採用している  
企業における、本学の卒業生に対する評価を明らかにすることである。言い換えれば、本学  
の卒業生の就業能力に関する実態調査である。就職している卒業生の優れている能力や不足  
している能力を数値化し、情報公開をすることで学生の動機づけ等に役立つ一助となるので  
はないだろうか。本論では、このことをアンケート調査に基づき考察をする。  
4 季節調整済みの値であり、統計局の『労働力調査年報（Ⅰ基本集計）』に基づき記している。  
5 YouthEmployabilitySupportProgram．の略称であり、2004年以降実施している。  
6 YES－PROGRAMは、大きく、①企業が何を求めているのかを理解する。②就職能力の向上に   
向けた学習。③「能力修得証明書」を就職括動に活用できる事業によって構成されている。  
7 この点に関しては、平沢［2005］を参照されたい。  
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第2章．PC能力の活用能力において高評価で、社会人としての明るさに課題のある本学の  
卒業生．   
第1節．調査方法．   
調査は、先行調査（ヒアリング調査）とアンケート調査によって実施をした。対象、調査  
実施期間、及び概要は下記の通りである8。   
対象．  
・下記の条件を満たしている卒業生が勤めている組織（企業、非営利組織、団体、自営業）．   
1）山形県立米沢女子短期大学を卒業した者（平成19年度，平成18年度，平成17年度  
の卒業生）。  
2）卒業時点で、置賜地域9に勤めていることを本学のキャリア支援センターに届け出  
ている者。   
調査実施期間．  
2008年12月～2009年2月  
先行調査（ヒアリング）…2008年12月～2009年1月．  
アンケート調査  …2009年2月   
概要．   
・対象者の勤めている組織（企業、団体、非営利組織、自営業）に対するアンケート  
調査の結果は下記の通りである。なお、回答者は組織の管理者である。  
）?????????（ （
???????????
郵送数  
不明（倒産を含む）  
実質対象者数  
有効回答数  
第2節．本学卒業生の勤務先に対するアンケート調査結果．   
最初に、本学卒業生の勤務先の特徴を記す。米沢市の事業所等と今回の回答組織の従業員  
規模を比較すると、今回の調査は30名以上の規模に偏っている（表1）。業種に関しては、  
製造業、公務（他に分類されないもの）についての比率が高い結果となっている（表2）。   
来年度以降における正規労働者と非正規労働者の比率の増減予定についてだが、最も多い  
回答は「変化する予定はない」の16社（53．3％）だった。また、対象企業における正規労  
働者の比率は、61％～100％（76．7％）で最も多く、41％～60％未満（6．7％）、40％以下（16．7  
％）と続いている。ただし、正規労働者の比率61％～80％層13社のうち、3社（23．1％）  
が非正規労働者の比率を増加する予定と回答していること。及び、正規労働者の比率21％  
～40％層4社のうち2社が正規労働者の比率を増加する予定と回答している。表記してい  
ないが、回答企業ごとにみると前者（非正規労働者の比率を増加）では、事業の見直しや欠  
員補充を目的としており、後者（正規労働者の比率を増加）では、事業拡大や業務に支障を  
出さないことを目的としている。  
8 今回の調査では、第2章1節の「対象」に該当する本学の卒業生を含めた考察をしていない。この考   
察に関しては、本学のキャリア支援センターに寄贈している資料を参考されたし。  
9 置賜地域とは、米沢市、南陽市、長井市、高島町、川西町、小国町、白鷹町、飯豊町によって構成さ   
れている地域である。  
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表1．アンケート調査における企業・団体の従業員規模（正社員）．  
今回調査   米沢市  
（平成19年度）   
1～9名   4社（13．3％）   34生社（63．7％）   
10～29名   4社（13．3％）   109社（20．2％）   
30～49名   5社（16．7％）   33社（6．1％）   
50～99名   8社（26．7％）   25社（4．6％）   
100～299名   5社（16．7％）   19社（3．5％）   
300名以上   4社（13．3％）   10社（1．9％）   
合計   30社   540社   
（出所）米沢市役所［2008］「米沢市の工業平成19年工業統計調査報告書」．p．23．に基づき作成】0．  
表2．アンケート回答企業・団体の業種．  
9社（30．0％）  
1社（3．3％）  
4社（13．3％）  
3社（10．0％）  
2社（6．7％）  
1社（3．3％）  
4社（13．3％）  
6社（20．0％）  
30社  
製造業  
情報通信業  
卸売・小売業  
飲食店・宿泊業  
医療・福祉  
教育・学習支援業  
サービス業  
公務（他に分類されないもの）  
合計  
表3．正社員比率と来年度以降における正社員比率の増減予定．  
正社員比率  
以降の比率の増減   
正社員の比率を増加する予定  2  2   
非正社員の比率を増加する予定   3   1   
変化する予定はない  8   7   
無回答  
（出所）筆者作成．  
質問1の狙いは、本学の卒業生の定着率と企業における採用基準の変化を把握することで  
ある。最初に、質問1－1（1）について述べる。厚生労働省の調査によると、新規学卒者  
の3年目における離職率は大学卒で36．6％（図2）、高卒で49．4％（図1）となっている。  
10「今回調査」は置賜地域のデータである。右列のデータは、米沢市以外の平成19年データを入手できな   
かった都合上、置賜地域ではなく、米沢市となっている点に留意されたい。なお、南陽市に関しては、   
平成18年のデータにおいて従業員1～9名で1，705事業所、従業員10～29名で220事業所、従業員30名   
以上で73事業所となっている。  
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質問1－1．米沢女子短期大学出身者11について。   
（1）現在、米沢女子短期大学出身者12は貴社に勤めておりますか。  
表4，米沢女子短期大学卒業者の在職率と離職率．  
（N＝50）  
正社員と非正社員合計   正社員   非正社員   
在職   
33名   23名   10名  
（66．0％）   （62．2％）   （76．9％）   
退職   17名   14名   3名   
（離職率）   （34．0％）   （37．8％）   （23．1％）   
（出所）筆者作成．  
図1．新規学卒者の在職期間別離職率の推移（高校卒）．  
（％）  
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（出所）厚生労働省編［2009］，p．22．より引用．  
l－「米沢女子短期大学出身者」の箇所についてだが、企業・団体等に郵送したアンケート調査では卒業生   
の実名を記載している。  
】2 脚注11と同様。  
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図2．新規学卒者の在職期間別離職率の推移（大学卒）．  
（％）  
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資料出所 厚生労働省「新規学校卒業者の就時難儀状況調査結果」  
（注）敵職率は厚生労働省が管理している雇用保険械保険者の記録を基に昇出したものであり、新規に被  
保険者資格を取得した年月日と生年月日により各学歴に区分している。  
（出所）厚生労働省編［2009］，p．22．より引用．  
今回の調査結果と比較すると、本学の卒業生における正社員の離職率は37．8％（表4）と  
なっており、大学卒に準じる結果となった13。先行調査において、当社では本来、四大卒（ま  
たは、高卒）しか採用しないが特別に本学の学生を採用したという事例や、「求人のある際  
には本学の学生を必ず公募する」（米沢女子短期大学キャリア支援センター）という事例が  
存在する。置賜地域限定の調査であり、サンプル数も不十分という問題も有しているが、置  
賜地域の企業は本学の卒業生に対して一定の評価をしているといえよう。   
次に、質問1－1（2）について述べる（表5）。離職者の在職していた期間で最も多い  
のは6ケ月以内（2006年入社60．0％，2007年入社57．1％）である1d。なお、離職者の多くは  
1年以内に離職をしている（2006年入社で80．0％、2007年入社で71．4％）。   
サンプル数を増やした考察を要するが、今回の調査結果が他の地域全体にも当てはまると  
するならば、本学を中心に取り組まねばならない課題である。   
質問1－2の狙いは、調査対象の企業における求人の目的と求めている人材を理解するこ  
とである（表5）。最も多い求人理由は④「欠員補充のため」（50．0％）であり、次いで、②  
部署見直しのため（全社的）、③部署見直しのため（部門単位）（共に13．3％）となっている。  
13 勤めてから1～3年間の卒業生の混在していること、及び、アンケート調査の実施時期が2009年2月   
中旬であることの考慮を要するために、単純比較するべきではない。  
】4 2008年入社に関しては0％である。調査時期が2月であるために、3～4月に離職する可能性は有し   
ている。  
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質問1－1．  
（2）退職しているならば、在職期間を教えてください。  
表5．離職者の在職期間．  
（N＝41）  
2007年入社   2008年入社   
6ケ月以内   6名（60．0％）  4名（57．1％）   0名   
6ケ月超～12ケ月以内   2名（20．0％）   1名（14．3％）   0名   
12ケ月超～24ケ月以内   1名（10．0％）  2名（28．6％）  
24ケ月超   1名（10．0％）  
合計   10名   7名   0名   
（出所）筆者作成．  
質問1－2．採用基準について。  
（1）求人理由を教えてください。  
表6．求人理由について．  
（N＝30）  
回答数  構成比率   
①事業拡大のため   3   10．0％   
②部署見直しのため（全社的）   4   13．3％   
③部署見直しのため（部門単位）   4   13．3％   
④欠員補充のため   15   50．0％   
⑤その他   3   10．0％   
無回答   3．3％  
（出所）筆者作成．  
「①採用人数の確保よりも、採用基準に到達している人材の確保を優先するため」という  
近年における採用基準の変化は、今回の調査において見受けられなかった（表8）。もっと  
も、数年前から採用基準を①に移行しているならば、質問1－2（2）において「いいえ」  
と回答しているはずなので、置賜地域における正確な動向とはいえないが、今回の調査に関  
しては、採用基準の変化の生じていない結果となった（表7）。  
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質問1－2．  
（2）昨年度と比較して、新卒の採用基準に変化は生じていますか。  
表7．昨年と比較した新卒の採用基準の変化．  
（N＝30）  
回答数   構成比率   
ある   3   10．0％   
ない   26   86．7％   
無回答   3．3％  
（出所）筆者作成．  
（3）（2）において「はい」を選択した方に質問です。  
変化の生じている理由を教えてください［択一］。  
表8．採用基準に変化の生じた理由．  
（N＝3）  
回答数  構成比率   
採用人数の確保よりも、採用基準に到達し   
3   
ている人材の確保を優先するため   
100％  
採用基準に到達している人材よりも、採用   0   0％  
（出所）筆者作成．  
質問1－2（4）については、有効回答数2社と少なかったために省略をする。   
質問1－2（5）についてだが、①と②の違いはリーダーシップの有無であり、③と④の  
違いは困難なことを乗り越えた実績（資格取得）や課題設定を実現した体験（資格取得、学  
生時代における体験）の有無である。このことを踏まえて表9をみると、企業は新卒に対し  
て組織に馴染んだり、顧客と接する際のコミュニケーション能力を非常に重視しており、次  
いで、課題を設定し克服する能力や社会人としての一般常識を求めている。特に優先順位1  
番目において、①を選択した企業の大部分は、社外の人と接する業種である。それ以外の業  
種でも、企業はコミュニケーション能力を重視していることから、コミュニケーション能力  
は、自己完結している仕事を除いて必須の能力といえる。なお、最も多い組合せは⑧（優先  
順位1番目）、③か④（優先順位2番目）、⑧（優先順位3番目）の3つを選択した13企業で  
あり、次いで①、③、④の3つを選択した3企業である。   
個別企業の特定のできる可能性を有しているために明記していないが、回答企業の業種ま  
で踏み込むと、1つ特徴がある。それは、優先順位2番目において③か④を選択した企業が  
特定の業種に偏っていることである。③を選択した殆どの企業は人（お客様）と直接関わる  
業種だが、④を選択した殆どの企業は製造に関連する業種となっている。両方の業種とも、  
仕事上の工夫や融通を求められる仕事であるが、人（お客様）との接し方が直接企業の売上  
や評判につながる企業ほど「課題を設定する能力」を求め、製品や部品を臨機応変に扱う製  
造に関連する業種ほど「課題を克服する能力」を求めている傾向がある。  
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質問1－2．  
（4）（3）において「（D」を選択した方に質問です。  
変化した採用基準において、重視し始めた項目を教えて下さい。  
［下記Ⅰにおいて該当する項目を、優先順に3つ選択して下さい］  
（5）貴社の採用基準において、重視してきた項目を教えてください。  
［下記Ⅰにおいて該当する項目を、優先順に3つ選択して下さい］  
表9．採用において重視している項目（新卒）［複数選択］．  
優先順位  
1番目   2番目   3番目   
①コミ土ニケーショシ能力（人間関係・明るさ   
・素直さ）ぺ．   
1′5   4   3  
②コミュニケーション能力（人間関係・明るさ   
・素直さ・統率力）。   
3   2  
③課題を疲定す芦能力（意欲）。   2   6   
④課題を尭娘すろ能力（資格取得，学生時代に  
おける銀験）。   
6 5  
⑤配属先で活用できる資格を所有していること。   
⑥学生時代に身につけた講義（一般科目、PC  
操作等の教養科目）。   
3   1  
⑦学生時代に身につけた講義（専門科目）。   
⑧社会人としての一般常識。   4   6   9   
⑨その他   
合計   27   27   26  
（出所）筆者作成．  
質問2の狙いは、置賜地域における企業の本学の卒業生に対する評価を踏まえ、本学の卒  
業生の優れていることと努力を求められていることを捉えることである。最初に、表の概要  
について述べる（表10）。上表は①から⑨の評価ごとに点数をつけており15、最大で4．00と  
なる。本学の卒業生の総平均値は3．34であり、1人前の社員の総平均値は3．45である。今  
回の調査は就業年数1年～3年の卒業生を対象にしており、且つ、退職者に対する評価も含  
めているために、1人前の社員の総平均値よりも若干低い結果は妥当といえる。   
次に、本学卒業生の優れている項目をみる。概ね1人前の社員と同程度の評価を得ている  
が、⑥「パソコンソフト（Word，Excel）の基礎的な操作ができる」は1人前の社員よりも  
＋0．14となっている。また、⑨「社会人としての教養」で一0．04、（D「働く意欲がある」  
で－0．05、③「素直（謙虚）」で－0．08、⑤「応用力（将来、グループ長や管理職、または、  
高度な技術職・技能職を期待できる）」で－0．09にすぎず、総じてみれば本学の卒業生は、  
地域の企業から良い評価を得ているといえる。  
15「乏しい」を1点、「やや乏しい」を2点、「やや豊か」を3点、「豊か」を4点として計算しており、   
平均値は項目ごとの合計点を4で割った値である。  
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一方、本学の卒業生に努力を求められている項目をみると、②「明るい」－0．30、④「素  
直（与えられた仕事を遂行できる）」－0．27、⑦「心身ともに健康」－0．19、⑧「社会人と  
しての教養（礼儀、作法、動作）が身についている」－0．17となっている。組織に馴染んで  
いる1人前の社会人と比較している為にやむを得ないといえるが、努力を求められている項  
目であり、同時に、本学としても在学中に訓練の機会を設けるべく検討を求められている項  
目といえよう。  
質問2．採用後の人材について。  
－1．米沢女子短期大学出身者の特徴を教えてください。（複数いる際には、個別に  
評価をお願い致します。  
－2．貴社で1人前となっている、代表的な社員様1名の特徴を教えてください16。  
表10．企業における従業員の評価．  
米沢女子短期大学卒業生      1人前となった代表的な社員  
2  2  
乏  乏  
値   し い   や や 乏  
し  し  値   
い   い   
①働く意欲がある   0  10  18  3．55  0  0  10  15  3．60   
②明るい   0    16  12  3．38  0  0  8  17  3．68   
③素直（謙虚）   0    12  16  3．52  0  0  10  15  3．60   
④素直（与えられた仕事を遂行で   3  0  10  16  3．34  0  0  9  14  3．6117   
きる）  
⑤応用力（将来、グループ長や管  
理職、または、高度な技術職・  
技能職を期待できる）   
⑥パソコン・ソフト（Word，Excel）   0  2  16  9  3．26  0  6  10  9  3．12   
の基礎的な操作ができる  
⑦心身ともに健康   0  2    16  3．48  0  0  8  16  3．67   
⑧社会人としての教養（礼儀作法、   0  3  17  9  3．21  0  2  12  12  3．38   
動作）が身についている  
⑨社会人としての教養（知識）が   0  3  16  10  3．24  0  口  16  8  3．28   
身についている  
合計   4  14  127  103  3．34  0  14  94  114  3．45  
（出所）筆者作成．  
まとめと今後の課題．   
本論では、本学の卒業生を採用している企業における、本学の卒業生に対する評価をアン  
ケート調査に基づいて明らかにした。最初に、確認できたこととして、採用において重視し  
16 ここでいう「1人前」の目安とは、業務をある程度自分で段取りできること。社内において求められ   
る基礎的な素養が身についているとの説明を添えて質問をしている。  
17 無回答1社。  
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ている項目がコミュニケーション能力であり、アンケート調査と先行研究と同様の結果だっ  
たことである。また、企業の採用における特徴として、資格は即戦力としてよりも、課題を  
克服する能力の一項目として評価する傾向にあった。また、離職者の在職期間は、6ケ月以  
内に集中していた。なにゆえ、極めて短期間で離職したのかは明らかにできなかったが、今  
後の就職率に関わる本学の課題である。   
本論で明らかにできたことは、本学の卒業生と卒業生の勤めている組織における1人前の  
社員を比較することで、本学の卒業生の特徴を数値として表わしたことである。卒業生のみ  
の評価にすると曖昧さを増してしまい、本学の取り組むべき課題が分かり難くなるためであ  
る。調査結果についてだが、卒業生の勤続年数よりも1人前の社員の勤続年数が長いことを  
考慮すると、本学の卒業生はパソコンソフト（Word，Excel）の基礎的な操作、社会人とし  
ての教養、働く意欲に優れており、社会人としての明るさ、素直さ（与えられた仕事を遂行  
できる）に課題を有している結果となった。質問項目を本学で実施しているキャリア支援や  
学生の動機づけに繋がる調整を要するが、この手法は、就職するために必要な企業の求める  
能力というよりも、就職活動をする在学生の動機づけや、本学のキャリア支援を微調整する  
際に有益といえる。ただし、この手法は一定規模の企業や全国に事業所を展開している企業  
に適用困難である。地元志向や地場産業に就職する傾向の強い際には、有効な手法といえる。   
補足事項として、新卒の採用基準に「変化なし」と回答する企業が、86．7％を占めていた。  
また、求人理由の50．0％が「欠員補充のため」と回答している。企業の離職率は、業種や職  
種をはじめ、企業や学生の個性ごとに異なる。本論では、今回の調査対象の狭さと対象数の  
少なさゆえに扱わなかった。しかし、集計結果をみる限りにおいて、ある程度の傾向が確認  
できた。それゆえ、対象地域を拡大し対象数を増やすことが今後の課題である。  
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補足資料．   
下記の用紙は、第2章1節における対象2）に対して郵送したアンケートである。  
■■  
置賜地域の企業の求めている人材についての調査t．  
（愈篇名〉（姐当打名》鼠にお聞8したい甘関根H．けンケートれ戴【霹逆Ll（）分  
ね踵）  
ト 折紙挫用に関して．  
－】．（節点生氏名）様にノーいて．  
1り 現軋（群銀生氏名〉牒は☆杜に勧めておりま1■か．  
はい      いいえ  
（2）退職しているならば．在社期間を♯えてください．  
－2．採用戚憫について．  
＝）求人用由を敢えてください【択一・〕．  
8  
山場避妊大ク）たわ・②市警見正しのため（全杜的）  
①那智見厳しのため（茄門増価）・①欠員絹允のた／ノ・  
－ 
①［  
（4〉（3）においてl①」を準訳したガに質問です．  
変化した扶州邁申において、凰祝L払わた噴Hを扱えてトさい．  
けむ1に耕・て錐当寸‘る増Rを、鍵失脚こ〇つ凛択してーさい〕  
＿■  ＿■  ＿■  
（6）敵胱の採用膿憫において．照捜してきた項目を敵えてください．   
【下た】において餅当Lrる項目＆、優先鰯に乃つ盟択して下さいつ  
＿■  ＿■  ＿l  
① コミュニケーンHン能力（入関田係・明るさ・＃狂さ），  
① コミュニケーン∪ン能力（人間関係・明ろさ・■鼓さ・統や力）．  
① R劇を敵軍すろ能力（慮欲）  
①サ盟を馳すち能力（資格取乱学ヰ噌Itにおりる曝書〉．  
⑳ 舵A先で梧州でさる甘柿と原村していること．  
ゆ や1乙時代に身につけた襲員（敵榊Il．PC繊作胃の畔♯何日）．  
㊥ 平生削モに身につけた鱒欄（噂円小口）．  
（砂 比企人としての・暇精I■．  
⑨その飽［：：；  〕  
（2）相中佼と比瀕して、折革の採用瓜増に変化l▲曳じていま－I‾れ  
はい      いいえ  
（3〉（2）において rはl、」を謂択したかこ嘱閥で■「．  
変化の生じている熟l」を教えてください【択一】．  
一都  
（D採用人数の確保よりt，、珪川ぷ闊に別途している人材の慮保を  
優先するため．  
哩）桂川点間に刑場していろ人材よりも、広川人数の確保も■廉先す   
■ 宮山巧拙桁ムー相川佃冊Ⅷ牒戊たに⊥る幻射ノバニレ．て‘英賎してjミ‖1l  
2．硯川挽の人材について．  
†l．米沢女7・短期大ず山身筍の特徴を敢えてください．  
（硯せいる闊ににL 個別に挿髄をお山い放しま十マ ての軌こ．印は●○－     は 
でなく、－∧■、－虹■ とエⅦ人ドさい．）  
1√・と      べ～′n一・   吾  
①働く履軟があろ  【1    2  コ    J】  
②明い、  【1   2  3   11  
①水甚（繍戚）  【1   2  ニ1   4】  
④ 欝駐（Jiえられた化場を躍†言できる）  
【1    2  ⊃    4】  
侶〉応州カIjI覿．γ小 用1・甘椚牒L j■‖．材坤・一汁拍叩・】ら無用t無いごさ小  
［1    2  3    ‘l】  
⑰パソコン・ソフト（Wu r d．EICl！＝ の属領的な漁作ができろ  
【1    2  3    d】  
①心身と1一に蝕旗 ［1   2  〇    4】  
①放念人としての敦鳥目し愉作軋駄作）が身についている  
【1    2  1   ・1j  
⑨比企人としての織豊（知鼠）が身についていろ  
【1    2  3    月】  
－2，敵杜でl人倫となっている，代＃的な址員繊1名の樽讃を験えてくださ  
い宇．  
（取り公人としての教養（知鎮）が身にりいていろ  
Il    ニ  こl   」）  
3．非正比良について   
－1．骨杜における正也nと抑止．社員のl大まかな）人数女敢えてください．  
正托畝 」 ＿＿名  
八Iltln   I■．   
¶2．粟咋鯉以臥 骨托は：l－1の割介を増減ナろ予定はありま‾ぐれ  
番  
①正杜Åの比率を噌加する干嬉  
②脚嘉比良の比率七増加するイ・定  
（》 ま化するナ定はない  
【33〟2でr①」、または「②」象潜伏したノJに質町ぐナ．  
相加一定の曳山を敢えてください。  
［  
4．他人と四大の比較   
－t．仮に、山形爪止米沢女子栂期大学が四年刷大lこ穆押したとしま‾す。そ  
の軌こ、蠍杜の求人に影響は出むと魁いますれ  
訪  
（D 影響l∫出る（椚ノ点する）  
① 影響は刷る（減少すろ）  
（D 4隼憫になったからとい′，て、影事11出ない   
－2．4一仁でlひ」．またはI②」＆通釈したカに質憫です．  
3     4】  q）鋤く意欲がある 【l  
⑳明るい  【I   2  3    月J  
⑳舞狂t汁虚）  【1   2  〇    4〕  
（わ1拍lりlえられた仕♯を運行でさる）  
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影■が出る鰍nを敬えてください．  
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???????????
ll人肌ノー‖ゼと＝L 5別号むふろ八月 一分て明雄Jりて㌧さて－ここ F】内．‘  
J｝t・く、k′，r′」lく，仙城仰一・衆舟が身：’／′いていろ二∠■々窃牲しJ■I、．／ご才ミ、駁i，用   
け肌て‖イ＝．烏PAに勤」托さJLてぃろ汁朋凋甘り拍柏．一基′告、てこ1腋択†∴．・  
